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藤井理香氏は，2000 年 3 月長崎大学水産学部水産学科を卒業し，同年４月同大学院生産
科学研究科博士前期課程（水産学専攻）入学，2002 年 3 月に修了，学術修士の学位を得た．
続いて長崎大学大学院生産科学研究科博士後期課程（海洋生産科学専攻）に進学し，現在
に至っている．同氏は 2000 年 4 月大学院海洋生産科学研究科入学以降，現在まで，原生生
物の一員であり，多数の有害・有毒原因種を含む渦鞭毛藻に関する研究を行い，その成果と









































西日本沿岸域での麻痺性貝毒原因種である G. catenatum が近年その分布を拡大してい
ることを堆積物に保存されている本種シストの鉛直分布を明らかにすることから検討し
た．柱状堆積物の平均堆積速度から堆積物の沈積年代を明らかにし，その層準に本種シスト
が含まれているか否かを調査した．その結果，西日本沿岸海域では約 300 年以前の堆積物
にも本種が存在していることが明らかにされ，他海域からの帰化種ではなく，近年の本種
の増加は綿密な赤潮・貝毒モニタリングによる発見機会の増加によると推察した． 
海洋生産科学研究科教授会は審査委員会の報告に基づき審査した結果，本研究は沿岸
海域における海洋環境科学の主要な研究課題である環境変遷や水質変化過程の解明に
原生生物の一員である渦鞭毛藻が重要かつ有効であることを，海水中の栄養細胞とセデ
ィメントトラップに捕捉された渦鞭毛藻シスト群集とを比較検討することによって明らかに
し，栄養細胞の動態が渦鞭毛藻シスト群集に反映されていることを実証した．本研究は渦鞭
毛藻シストを活用した今後の古海洋環境学の進歩に貢献するものであることを認め，博士
（学術）に値するとし，合格と判断した． 
 
 
